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おことわり 
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４） 本製品を運用した結果の内容の影響につきましては、３）に関わらず責任を負いかねますので 

ご了承ください。 
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１．概要 

 

 ＦＩ８０２は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳオンボードフラッシュマイコンプログラマ用のコントロール

モジュールです。 

 ＦＩ８０２は、Ｉｎｆｉｎｅｏｎ社製：ＴＣ２７５ＴＰ－６４を代表機種とする、これと同一のア

ルゴリズム・プロトコルで書き込み可能なフラッシュメモリ内蔵マイコンを対象とします。 

 本製品は書き込み制御情報を内蔵したコンパクトフラッシュカードで構成されます。 

 

 本製品では、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ本体―ターゲットシステム間の通信インタフェイスとして、 

ＪＴＡＧアダプタ（ＡＺ４７３ Ｒｅｖ．Ｂ以降）が必ず必要になります。 

 ＪＴＡＧアダプタ（ＡＺ４７３）については、弊社または代理店へお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ご注意 ＞ 

 コントロールモジュールでは、当該代表マイコンと同一のアルゴリズム・プロトコルをもつ、 

他のマイコンの書き込みが可能です。 

 パラメータの書き換えについては、第４章をご参照ください。 

 必ずお客様がお使いになられるフラッシュメモリ内蔵マイコン用のマイコンパックと組み合わせて 

ご使用ください。 

 書き込み方式の異なるマイコンに対するご利用は、ターゲットマイコン及びそれを含むユーザ 

システムを破壊する恐れがあります。 
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２．仕様 

 

２－１．対象マイコンと仕様 

特に記載なき項目は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ標準に準じます。 

 

型名 ＦＩ８０２ 

代表マイコン ＴＣ２７５ＴＰ－６４ 

フラッシュメモリ容量 

 ＰＦＬＡＳＨ 

 

４Ｍｂｙｔｅ 

 ＤＦＬＡＳＨ ３８４ＫＢｙｔｅ 

フラッシュメモリアドレス 

 ＰＦＬＡＳＨ 

 

    ＃８０００００００ ～ ＃８０３ＦＦＦＦＦ  ＊１ 

 ＤＦＬＡＳＨ     ＃ＡＦ００００００ ～ ＃ＡＦ０５ＦＦＦＦ  ＊１ 

書き込み制御時のＶｐｐ 印加しない 

デフォルト値 － 

Ｖｐｐ印加時のターゲット 

電圧最低値 
－ 

オブジェクトファイル 

フォーマット 

インテルＨＥＸ 

モトローラＳ 

バイナリ 

デフォルト モトローラＳ 

ターゲットインタフェイス 

 

ＪＴＡＧインタフェイス 

１．２５Ｍ／２．５Ｍ／３．３Ｍ／５Ｍ ｂｐｓ 

□ＭＳＢファースト      ■ＬＳＢファースト 

 

デフォルト ５Ｍ ｂｐｓ 

ターゲット―ライタ間の 

転送データフォーマット 
バイナリ 

マイコンイレーズ状態 ＃００ 

書き込み時のターゲット 

マイコン動作周波数 
４ＭＨｚ～４０ＭＨｚ 

書き込み時のターゲット 

インタフェイス電圧 
３．０ ～ ３．６ Ｖ 
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＊１： ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ上のバッファメモリには以下のように仮想的に配置されます。 

 

Address Object File  Address 

NET IMPRESS 

Buffer Memory  Address Target Memory 

#80000000 

 

#803FFFFF 

PFLASH 0/1  #80000000 

 

 

PFLASH 0    

    

 

#803FFFFF 

PFLASH 1    

#A0000000 

 

#A03FFFFF 

PFLASH 0/1  #80400000 

 

#8045FFFF 

DFLASH 0  #A0000000 

 

#A03FFFFF 

PFLASH 0/1 

 

 

      

      

#AF000000 

 

#AF05FFFF 

DFLASH 0   #AF000000 

 

#AF05FFFF 

DFLASH 0 

    

    

        

        

 

 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリの見え方は以下表のようになります。 

 

メモリ名称 本来の先頭アドレス 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 

バッファメモリ先頭アドレス 

PFLASH 
＃８０００００００(キャッシュ) 

＃Ａ０００００００(非キャッシュ) 
＃８０００００００ 

DFLASH0 ＃ＡＦ００００００ ＃８０４０００００ 
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Ｐｒｏｇｒａｍ Ｆｌａｓｈメモリ用のオブジェクトファイルがキャッシュアドレス／非キャッシ

ュアドレス混在で生成されていた場合で、ファイル展開後のアドレスが同一アドレスとなる場合は、

オブジェクトファイルの後方に記述されるデータが有効となります。 

また、ファイルセーブ機能を使用した場合、Ｐｒｏｇｒａｍ Ｆｌａｓｈメモリは上記の例ではキ

ャッシュアドレス（＃８０００００００～）で生成されます。 

 

以下の操作を行う場合、アドレスの読み替えに注意が必要です。 

・【 ＦＵＮＣ ０ 】、【 ＦＵＮＣ Ｆ５ 】、【 ＦＵＮＣ Ｄ６ 】でアドレスを指定する場合、バ

ッファメモリのアドレスに置き換えてください。 

・エディット機能で表示される（又は指定する）アドレスは、バッファメモリのアドレスに置き換

えてください。 
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２－２．機種固有のパラメータ設定 

 

 ＡＺ４９０（リモートコントローラ：Ｗｉｎｄｏｗｓ上で動作）を利用して次の初期設定を行いま

す。リモートコントローラのご利用方法については、ＡＺ４９０：リモートコントローラのインスト

ラクションマニュアルをご参照ください。 

 

２－２－１．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ ウィンドウの設定 】 

 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ 画面上で、ターゲットマイコンにあったパラメータ設定を行いま

す。 
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① ＴＶｃｃ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ【 ＦＵＮＣ Ｄ３ 】 

ターゲットマイコンの動作電圧の下限値よりさらに１０％程低い値を設定してください。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットマイコンの動作電圧（ＴＶｃｃ）を監視しており、 

この電圧がここで設定する電圧値以上の時に、デバイスファンクションを実行します。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＴＶｃｃスレッショルドの設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 

インストラクションマニュアル【 ５－４－５ ＴＶｃｃスレッショルド設定 】をご参照ください。 

 

 

② Ｆｌａｓｈ ＲＯＭ【 Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ 】【 ＦＵＮＣ Ｄ６ 】 

マイコンに内蔵されているフラッシュメモリ領域（Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ）を 

設定してください。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＦｌａｓｈ ＲＯＭの設定はできずに、表示のみとなります。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳインストラクションマニュアル【 ５－４－８ フラッシュメモリ領域 

表示 】をご参照ください。 

 

 

③ ＲＯＭ Ｂｌｏｃｋ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 

フラッシュメモリのブロック構成を設定します。 

 

＜ ブロック情報テーブル ＞ 

ブロック情報テーブルは、ブロックグループＮｏ．、ブロックグループのスタートアドレス、 

ブロックサイズの３情報からなります。 

ブロックグループＮｏ．： Ｇｒｏｕｐ１～Ｇｒｏｕｐ１４までの１４Ｇｒｏｕｐが指定できます。 

   連続したブロックサイズの等しい一群のブロックを一つのブロック 

   グループとして、アドレスの若い方から、若い番号のブロック番号を 

付与します。 

スタートアドレス： ブロックグループの開始アドレスです。 

   このアドレスからブロックサイズで定められた大きさのフラッシュ 

   メモリが連続して並び、一つのブロックグループを構成します。 

ブロックサイズ： ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、次の（ブロック）グループアドレスまで、 

   このブロックサイズで定められたフラッシュメモリブロックが連続して 

   配置されるものと解釈されます。 

 

 

最終ブロックは、ブロックスタートアドレス及びブロックサイズに“０”を記入します。 
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例 ） 

ブロックグループＮｏ． スタートアドレス ブロックサイズ 

１ ＃００Ｆ８００００ ＃００００８０００ 

２ ＃００ＦＡ００００ ＃０００１００００ 

３ ＃００００００００ ＃００００００００ 

 

スタートアドレス 

 

＃Ｆ８００００ → 

 

＃Ｆ８８０００ → 

 

＃Ｆ９００００ → 

 

＃Ｆ９８０００ → 

 

＃ＦＡ００００ → 

 

 

＃ＦＢ００００ → 

 

 

＃ＦＣ００００ → 

 

 

＃ＦＤ００００ → 

 

 

＃ＦＥ００００ → 

 

 

＃ＦＦ００００ → 

 

 

＃０ 

 

 

ブロックグループ１ 

上の例では、＃Ｆ８００００から３２Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックが次のブロックグループの

スタート（＃ＦＡ００００）まで連なる 

事を示します。 

ブロックグループ２ 

上の例では、＃ＦＡ００００から６４Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックがフラッシュメモリの最終

アドレス（＃ＦＦＦＦＦＦ）まで連なる 

事を示します。 
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④ ＭＣＵ Ｃｌｏｃｋ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ【 ＦＵＮＣ ＤＦ 】 

本コントロールモジュールでは、設定は不要です。 

 

 

⑤ ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ４ 】 

設定内容は以下のようになります。 

 

値 LCD E.P.R 

0000 St’d UCB書き込み無効、プロテクト解除無効 

0001 Opt.1 UCB書き込み有効、プロテクト解除無効 

0010 Opt.2 UCB書き込み無効、プロテクト解除有効 

0011 Opt.3 UCB書き込み有効、プロテクト解除有効 

 

 

 

⑥ ＷＤＴ Ｃｌｏｃｋ Ｐｅｒｉｏｄ【 ＦＵＮＣ Ｄ５ 】 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、オンボードプログラミング中に定周期のクロックパルスを出力する 

機能を持っています。この周期を利用する場合はＷＤＴ周期の設定を行います。 

定周期パルスは、３－１信号一覧表のＷＤＴ（１５ピン端子）信号から出力されます。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＷＤＴ設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクション 

マニュアル【 ５－４－７ ウォッチドックタイマ設定 】をご参照ください。 

 

 

⑦ Ｄａｔａ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとターゲットマイコン間の通信設定を指定します。 

本コントロールモジュールでは、ウィンドウの各項目を次のように設定してください。 

 

・ 通信路選択【 ＦＵＮＣ Ｄ１ 】 

本コントロールモジュールでは、設定は不要です。 

 

・ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｎｏ．【 ＦＵＮＣ Ｄ７ 】 

本コントロールモジュールでは、設定は不要です。 

 

・ ＵＡＲＴ Ｂａｕｄ Ｒａｔｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ２ 】 

本コントロールモジュールでは、設定は不要です。 

 

・ ＣＳＩ Ｂａｕｄ Ｒａｔｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ９ 】 

ＪＴＡＧインタフェイスの通信速度を選択します。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでの通信速度設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラク 

ションマニュアル【 ５－４－４ ＣＳＩ通信速度設定 】をご参照ください。 
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⑧ ＭＣＵ Ｔｙｐｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ８ 】 

この項目へ設定された内容が、ウィンドウ左上部のＭＣＵ Ｔｙｐｅ及びＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ 

本体上に表示されます。 

マイコンの型名、お客様の装置型名など任意の文字を１６桁まで入力できます。 

 

 

⑨ ＯＫ 

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ウィンドウ内容を、コントロールモジュールに転送するキー 

です。①～⑧の設定変更後は、ウィンドウに移る前に必ず、ＯＫキーを押してください。 

ＯＫキーが押されなければ、パラメータは反映されません。 
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２－２－２．【 Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウの設定 】 

 Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウ上では、次の２項目の設定を行います。 
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① Ｄｅｖｉｃｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ【 ＦＵＮＣ ０ 】 

マイコンへのデバイスファンクションの対象領域を設定します。 

通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

デバイスファンクションアドレス【 ＦＵＮＣ ０ 】は、その設定アドレス値により、図２－２－ 

２－１のようにフラッシュメモリのブロック境界アドレスに自動アライメントされます。 

この自動アライメントされた領域に対して、デバイスファンクションが実行されます。 

 

② Ｂｕｆｆｅｒ Ａｒｅａ【 ＦＵＮＣ Ｆ５ 】 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリ上のデータをセーブ・ロード（バイナリファイルの場合） 

する領域を設定します。 

通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

図２－２－２－２は、Ｄｅｖｉｃｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ【 ＦＵＮＣ ０ 】、Ｂｕｆｆｅｒ Ａｒｅ 

ａ【 ＦＵＮＣ Ｆ５ 】、Ｆｌａｓｈ ＲＯＭ Ａｒｅａ【 ＦＵＮＣ Ｄ６ 】の関係を示しています。 

 

 

③ ＯＫ 

ウィンドウ内容を、コントロールモジュールに転送するキーです。 

①～②の設定変更後は、ウィンドウに移る前に必ず、ＯＫキーを押してください。 

ＯＫキーが押されなければ、パラメータは反映されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          ターゲット MCU メモリ空間 First Addr 

               ブロック境界 → 

 

 

 

 

 

 

                                                    Last Addr 

                                                           

                      

                        

 

 

 

                                                        

                                                         

 

 

 

 

 

FUNC  D 6 

内蔵エリア表示 

FUNC  0 

アドレスセット 

デバイスファンクションの

対象領域(Ex.書きたい領域) 

FUNC  0 アドレスセットとアドレスアライメント 

 

 

 

 

 
 

実際の対象領域：     ＋       

   ブロック境界に自動アライ 

   メントされる 

フラッシュメモリ： 

 小さなフラッシュメモリブロック   

 の集まりから構成されている。 

 特に消去が 1 ブロック単位でしか 

 行えない。 

   (1 バイト単位で消去できない) 

 

ブロック構成、内蔵エリア設定は、

リモートソフトを使用して行う。 

 
 
 

1
4
 

図２－２－２－１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        ターゲット MCU メモリ空間  First Addr    ←ロード時(ﾊﾞｲﾅﾘﾌｧｲﾙ)のｱﾄﾞﾚｽ範囲 

                                                                               →セーブ時の 

                                                                                  ｱﾄﾞﾚｽ範囲 

 

 

 

 

                                                    Last Addr 

 

                                                          注意                     Binary File 

                        

 

 

 

                                                        

                                                         

 

 

 

 

0001020

3040506

070809 

… 

 

 

 

 フラッシュメモリ領域 
FUNC  D 6 

内蔵エリア表示 

FUNC  F 5 

転送アドレス設定 

First Addr と 

Rom First は必ず同一

設定する 

FUNC  0 

アドレスセット 

デバイスファンクションの

対象領域(Ex.書きたい領域) 

通常は 

FUNC  0 

FUNC  D 6    同一設定 

FUNC  F 5 

FUNC 0,F5,D6 の設定が一

致していないとき、NET 

IMPRESSのパワーON時ア

ラーム警告が出ます。 

アドレス設定ファンクション 

DOS File：バイナリファイルの

転送エリア(バイナリファイルに

はアドレスが入っていないため) 

  
 
 
 

1
5
 

 

図２－２－２－２ 
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２－２－３．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ ２ ウィンドウの設定 】 

 この設定ウィンドウには、マイコン固有パラメータが設定されていますので、変更しないでください。 

 設定変更が必要な場合は、事前に必ず弊社サポートセンタまで、ご相談ください。 
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２－２－４．デバイスファンクション実行動作設定  

本コントロールモジュールでは、デバイスファンクション実行時に機能する以下の設定をすることが

できます。 

 

 【設定方法】 

 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ２のタブを選択しますとＰａｓｓｗｏｒｄを求められますので 

＂ＡＦ２００＂ 

と入力して下さい。 (入力した文字はマスクされて表示されます)。 

 

 

 

 

 

 

 

①デバイスファンクションＥ．Ｐ．Ｒの動作設定をします 

 Ⅰ．デバイスファンクションのシーケンスを以下の２シーケンスから選択できます 

ａ．ブランクチェック→書き込み→ベリファイ 

ｂ．消去→ブランクチェック→書き込み→ベリファイ 

 Ⅱ．Ⅰ－ａのシーケンス設定時に 

ｃ．ブランクチェックでエラーとなった場合、デバイスファンクションを中断します。 

ｄ．ブランクチェックでエラーとなった場合、消去を実行し、デバイスファンクションを継続し

ます 

本設定はパラメータテーブル２の＃１４０のＢｉｔ０／２で設定します。 

各Ｂｉｔの値とデバイスファンクションのシーケンスは以下表の対応となります。 

 

  
＃１４０ 

Ｂｉｔ２ 

 値 ０ １ 

＃１４０ 

Ｂｉｔ０ 

０ ａ-ｄ ａ-ｃ 

１ ｂ ｂ 

 

②バッファメモリの１Ｋバイト境界から１ＫバイトがＡＬＬ ＃００の場合、書き込みをスキップす

る設定をします。 

本設定はパラメータテーブル２の＃１４０のＢｉｔ１で設定します。 

Ｂｉｔ１の値と書き込みスキップ動作は以下表の対応となります。 

Ｂｉｔ１ 

設定値 
動作 

０ 書き込みをスキップしません 

１ 書き込みをスキップします 

注意：本設定はオブジェクト書き込み機能が有効の場合は無視されます。 
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③ ①②に従って値を決定後、パラメータテーブル２の＃１４０に値を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④設定後は他のウインドウに移る前に必ずＯＫキーを押してください。 

ＯＫキーが押されなければ、変更したパラメータは反映されません。 
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２－３．デバイスファンクションと実行機能 

 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション起動時に実行される機能は以下のとおりです。 

 

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧﾝｸｼｮﾝ ERASE BLANK PROGRAM READ E.P.R COPY 

対

象

メ

モ

リ

域 

【FUNC 0】による 

フラッシュメモリ 

一部領域 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

【FUNC D6】による 

フラッシュメモリ 

全領域 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

 

ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘに対する 

実行動作 

    ■Blank  

■Erase  □Erase  ■Erase  

■Blank ■Blank □Blank  ■Blank  

  ■Program  ■Program  

  ■Read *1 ■Read 
■Read *1 

*2 
■Copy 

     ■Read 

備考 

 

 各デバイスファンクションは、ブロックグループ単位で実行され 

 ます。 

 

 

＊１：【ＦＵＮＣ ９９】の設定値により指定されたベリファイモードでベリファイを実行 

   します。 

 

＊２：【ＦＵＮＣ Ｄ４】の設定値によりＥ．Ｐ．Ｒ後にＵＣＢ領域の書換えを実行 

   します。 
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３．ターゲットシステムとの接続と専用コネクタ 

３－１．信号一覧表 

 本コントロールモジュールをご利用いただいた場合のターゲットプローブコネクタ端の信号表を示し

ます。 

 

 

Target Signal AZ473 Signal Name Target Signal 

TMS TMS 11 1 TVpp1  

/PORST /TRES 12 2 Vcc  

マルチプレクス用

（＋５Ｖ） /TICS0 （13） 3 TMODE  

マルチプレクス用

（ＴＶｃｃｄ） /TICS1 （14） 4 TVccd VDDP3 

ウォッチドッグ 

パルス出力 
WDT （15） 5 GND VSS 

/TRST TAUX3 16 6 TCK TCK 

 TAUX4 17 7 GND VSS 

 N.C 18 8 TDI TDI 

 /TSEQ 19 9 GND VSS 

VSS GND 20 10 TDO TDO 

 

 

 ○ は、必ず接続していただく信号線です。 

( )の信号線は、必要に応じてご利用ください。 

 

○も( )も印がついていない信号ピンには、絶対にターゲットシステムの回路を接続しないで 

下さい。 
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３－２．代表的な接続例 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ターゲットシステムとの接続例 

 

 ＊１：オプション機能です。 

 

  

 

NET IMPRESS JTAG ADAPTER 

AZ473 

User System 

TC275 

TVccd 

TCK 

TDI 

TDO 

TMS 

/TRES 

GND 

TMS 

TCK 

TDI 

TDO 

/PORST 

VDDP3 VSS 

/TICS1 

/TICS0 

AZ410 

（13）*1 

（14）*1 

（11） 

（6） 

（8） 

（10） 

（12） 

（4） 

（5,7,9,20） 

WDT 
（15）*1 

TAUX3 /TRST 
（16） 
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① “書き込みモード”など一部の書き込み信号がユーザシステムとの共用端子に定義されている場合 

  には、それらの信号のマルチプレクス回路をユーザシステムに実装して下さい。／ＴＩＣＳ信号は、 

  ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション実行時にだけアサートされる信号です。 

   この信号によって共用端子に接続される信号切り替えを行います。 

   書き込み制御に使われるこれらの信号が、フラッシュマイコンからの制御用専用信号線として定義 

  されるターゲットシステムでは、マルチプレクス回路は不要です。 

   マルチプレクス回路をユーザターゲットシステムにいれていただくことにより、／ＴＩＣＳネゲー 

  トされているとき（デバイスファンクションを実行していないとき）にＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳが 

  接続されていない（コネクタを外した）状態と同一の条件をつくることができます。 

 

② ＷＤＴ信号端子には、[FUNC]  [D]  [5] で定義されているクロック信号がＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳ 

  Ｓから出力されます。 

   （常時出力：オープンコレクタ出力）フラッシュメモリへの書き込み中に、所定のクロック信号が 

  必要なユーザ回路へ接続してご利用下さい。 

 

③ ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、／ＴＲＥＳ信号を設けてあります。 

   ／ＴＲＥＳ信号は、ターゲットシステム内でワイヤードオアをとり、マイコンの／ＲＥＳＥＴ端子 

  に接続していただけるよう、オープンコレクタ出力の信号としています。 
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３－３．制御信号波形 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 MCU Specificatin IMPRESS Spesification 

TRLW1  300 ms（Min） 

TRLW2  100 ms（Min） 

TRMS1  200 ms（Min） 

TRMS2  50 ms（Min） 

TRRS  100 us（Min） 

 

 ＊１： ”         ”は、HiZを示します。 

 ＊２： /TRESと WDTはオープンコレクタ出力です。 

 

 

TRMS1 

/TICS0 

WDT *2 

TRMS2 

TRLW1 TRLW2 

TDO 

TMS 

TCK 

TDI 

/TRES *2 

TRRS 

TAUX3 
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①フラッシュプログラマの電源投入後、ターゲットシステムの電源を入れてください。 

 フラッシュプログラマは、電源投入直後からリセット信号をアサートし、ＷＤＴ出力を開始します。 

 

②プログラムコマンドの起動によって／ＴＩＣＳ０、／ＴＩＣＳ１がアサートされ、フラッシュ 

 ＪＴＡＧテスト用のインタフェイスがターゲットシステム上でフラッシュプログラマ側に接続 

 されます。 

（ＪＴＡＧテスト用のインタフェイス信号が他のユーザ回路から独立して常時フラッシュ 

 プログラマに専有されるシステムでは、本信号による信号切り替えは必要ありません） 

 

③プログラミングモードが起動され、規定の通信回線を使ってＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとの通信を 

始めます。通信は、あらかじめ設定されている通信条件で行います。 

 

④プログラミング終了後、／ＴＩＣＳ０、／ＴＩＣＳ１をネゲートします。 

 

⑤フラッシュプログラマはデバイスファンクション非実行中もリセット信号をアサートし続けます。 

 また、ＷＤＴも常時出力されます。 
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３－４．プローブ 

 

 ＦＩ８０２を使ってプログラミングを行うためには、ＡＺ４７３：ＪＴＡＧアダプタが必要となりま

す。（別売り） 

 このアダプタのご用命は、ＦＩ８０２コントロールモジュールとあわせまして、弊社又は 弊社代理

店までご相談下さい。 

 

 ＡＺ４７３：ＪＴＡＧアダプタの接続につきましては本インストラクションマニュアル、またはＡＺ

４７３インストラクションマニュアルをご参照下さい。 

 

＜ＡＺ４７３：ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ←→ ＪＴＡＧ信号変換アダプタ＞ 

 ＡＺ４７３は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの標準入出力信号をＪＴＡＧ信号に変換します。 

 このアダプタにより、ＪＴＡＧプロトコルを用いたアクセスが可能なマイコンをサポートします。 

 下図にＡＺ４７３の構成概要を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＡＺ４７３のユーザターゲット側末端は、コネクタが付いていません。お客様のターゲットシステム

にあわせて、コネクタを付けて頂く必要があります。 

 

 

 

Adapter 

NET IMPRESS ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑ AZ473 
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４．代表マイコン以外への適用 

－ パラメータテーブルの変更方法 － 

 

４－１．パラメータ変更（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのキーボードを使って） 

 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳインストラクションマニュアル【 ５－４．パラメータ設定 】に示すファンク 

ションコマンドで規定されるパラメータ（ファンクションＤ１～ＤＦ）については、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥ

ＳＳのキーボード上で変更できます。 

 ターゲットシステムとの通信インタフェイスやご利用になるターゲットシステムの電源電圧などが 

この範囲に入ります。 

 

＜ ご注意 ＞ 

 マイコン内に内蔵されるフラッシュメモリブロック構成など、設定事項が多岐にわたる対象マイコン 

自体の変更は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのキーボードからは行えません。 

（別売りのリモートコントローラ：ＡＺ４９０をご利用ください。） 

 

 

４－２．対象マイコンの変更（別売りのリモートコントローラを使って） 

 弊社では、ＰＣからＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳをリモート制御するためのリモートコントローラ 

（ＡＺ４９０）を別売りしております。このリモートコントローラでは、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 

リモートコントロール機能のほかに、パラメータテーブルの設定、確認ができます。 

 リモートコントローラでは、パラメータテーブルを個々に設定する事ができ、変更可能なパラメータ 

設定対象は、以下のパラメータが含まれます。 

 

 ①Device Type：  対象デバイス名称が設定できます 

  ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ＬＣＤ上に表示される名称を変更できます 

 ②Flash Rom Area：  当該マイコンのフラッシュメモリ領域が設定できます 

 ③Rom Block：  フラッシュメモリのブロック構成をＲｏｍ Ｇｒｏｕｐ毎にスタート 

  アドレスとサイズを設定する事ができます 

これにより、同一プロトコル・アルゴリズムを持つ代表マイコン以外のマ

イコンに対する対応が可能となります 

 ④MCU Clock：  ターゲットマイコン動作クロック周波数の設定ができます 

 ⑤通信インタフェイス： ターゲットシステムとの通信インタフェイスの設定ができます 

 ⑥その他：  その他のマイコンの固有設定情報を変更する事ができます 
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４－３．リモートコントローラによるパラメータの変更方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 パーソナルコンピュータ（ＩＢＭ－ＰＣ）とＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳをＥＴＨＥＲＮＥＴケーブル 

（１０ＢＡＳＥ－Ｔ）で接続します。 

 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳには、ターゲットマイコン用のコントロールモジュールを実装しておきます。 

 パーソナルコンピュータ（Ｗｉｎｄｏｗｓ環境）上で、リモートコントローラを動作させることで、 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳに実装されたコントロールモジュールのパラメータテーブルを変更／確認 

することができます。 

 リモートコントローラ（ＡＺ４９０）では、パラメータの一括ロード／セーブが行えます。 

一括してセーブすることができますので、同系列の各種デリバディブマイコンへのパラメータテーブル

変更を容易に行うことができます。 

 また、この機能を使い、弊社ホームページよりダウンロードしたマイコンパックをコントロール 

モジュールにロードすることが容易に行えます。 

 

 

 

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 

NET IMPRESS 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙ 

ETHERNET 
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５．ＹＩＭフォルダ管理 

５－１．ＹＩＭフォルダによる段取り替え 

弊社ライタの仕様として、一連の書き込み制御用ファイル等をＣＦカード内のＹＩＭフォルダで管理

します。 

そのため、異系列の書き込み仕様をもつマイコンに対しても、ＣＦカードの交換なしに、リモートコ

ントローラ（ＡＺ４９０）のＹＩＭフォルダ選択機能を用いて、スピーディな段取り換えを行うことが

できます。 

ＹＩＭフォルダにはあらかじめ定義体ファイルや各種書き込みに使用するファイルをロードしておく必

要があります。 
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５－２．定義体交換方法 

 定義体ライセンスが付加された、ＣＦカードをＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳに実装された状態にして、リ

モートコントローラ（ＡＺ４９０）の定義体ダウンロード機能（Ｆｉｌｅ Ｔｒａｎｓｆｅｒ画面の、Ｌ

ｏａｄ Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ Ｐｒｏｇｒａｍ）を使用して、ＹＩＭフォルダへの定義体ダウンロード

を行います。（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ単体では、この機能はご利用できません） 

定義体ライセンスをご購入時に、弊社より提供されたＣＤの中にある定義体ファイル（ｘｘｘ．ＣＭ）

をＹＩＭフォルダにダウンロードして頂きます。 
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６．ＦＩ８０２固有のエラーメッセージ 

 

６－１．概要 

 本コントロールモジュールでは、デバイスファンクション実行時の異常終了時に、特定のエラー 

 メッセージを出力します。 

 本章に記載されている以外のエラーメッセージについてはＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラク 

 ションマニュアルをご参照ください。 

 

 

６－２．エラーメッセージ一覧 

 

エラーメッセージ エラー要因／対策 

1121 

DEVICE CONNECTION FAILED 

要因 ターゲットとの接続に失敗しました。 

対策 正しく接続されているかご確認ください。 

1125 

MORE 2 YDD FILES 

要因 ＹＤＤファイルが複数存在します。 

対策 ＹＤＤファイルを１つだけ配置してください。 

1126 

YDD FILE FORMAT ERROR 

要因 
不正なＳレコードが含まれるか、ファイルサイズがおおきす

ぎます。 

対策 ファイル内容が正常かご確認ください。 

1128 

YDD FILE NOT FOUND ERROR 

要因 ＹＤＤファイルが見つかりませんでした。 

対策 ＹＤＤファイルが配置されているかご確認ください。 

112A 

MORE 2 YID FILES 

要因 ＹＩＤファイルが複数存在します。 

対策 ＹＩＤファイルを１つだけ配置してください。 

112B 

YID FILE FORMAT ERROR 

要因 
不正なＳレコードが含まれるか、ファイルサイズがおおきす

ぎます。 

対策 ファイル内容が正常かご確認ください。 

112D 

YID FILE NOT FOUND ERROR 

要因 ＹＩＤファイルが見つかりませんでした。 

対策 ＹＩＤファイルが配置されているかご確認ください。 

112F 

OBJECT FILE NOT DOWNLOAD 

要因 
オブジェクトファイル書き込みモードにおいてオブジェク

トファイルがダウンロードされていません。 

対策 オブジェクトファイルをダウンロードしてください。 
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７．オブジェクトファイル書き込み機能 

７－１．概要 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳではコントロールモジュールフォルダ内に対象マイコン用の仮想メモリを準

備しています。 

通常はオブジェクトファイルダウンロード機能においてコントロールモジュール内部のバッファメモ

リ（仮想メモリ／マイコンのフラッシュメモリと同等の容量）に書き込みデータをダウンロードし、書

き換え範囲設定に従って、バッファメモリの内容を対象マイコンに書き込みます。 

バッファメモリの内容をマイコンにそのまま書く形となりますので、オブジェクトファイル中に記載が

ないアドレスのデータもマイコンに書き込みます。(通常モード) 

本コントロールモジュールではオブジェクトファイルのデータが存在するアドレスのみを書き込む機

能を備えています。(オブジェクトファイル書き込みモード) 

ただし、Ｐｒｏｇｒａｍ Ｆｌａｓｈは３２Ｂｙｔｅ単位、Ｄａｔａ Ｆｌａｓｈは３２Ｂｙｔｅ単位

がマイコンの書き込み最小単位となりますので、それよりも小さい範囲の書き込み省略は行えません。 

 

 

７－２．オブジェクトファイル書き込み機能の設定 

本コントロールモジュールでオブジェクトファイル書き込み機能をご利用になる時は以下の手順でパ

ラメータ設定を変更ください。 

 

 【設定方法】 

 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ２のタブを選択しますとＰａｓｓｗｏｒｄを求められますので 

＂ＡＦ２００＂ 

と入力して下さい。 (入力した文字はマスクされて表示されます)。 
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①オブジェクトファイル書き込み機能を有効にする。 

【Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ２】の＃６０Ｃの値で有効・無効を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＃６０Ｃの値が 

  ８０：通常モード 

  Ｃ０：オブジェクトファイル書き込みモード 

 となります。上記以外の設定値にはしないでください。 

 

②Ｐｒｏｇｒａｍ Ｆｌａｓｈ書込み単位変更 

 必要に応じてＰｒｏｇｒａｍ Ｆｌａｓｈの書込み単位を変更できます。 

 ＃０Ｄ８、＃０Ｄ９の値が書込み単位の設定です。 

  ００２０：３２Ｂｙｔｅ 

  ０１００：２５６Ｂｙｔｅ 

 となります。上記以外の設定値にはしないでください。 

 

③対象エリア 

 オブジェクトファイル書込みモードを有効にするエリアを設定します。対応するビットを１にすると

有効、0で無効となります。 

 bit0 : エリア０ (ＰＦＬＡＳＨ) 

  bit1 : エリア１（ＤＦＬＡＳＨ） 

 

設 定 変 更 後 は 、 ウ ィ ン ド ウ に 移 る 前 に 必 ず 、 Ｏ Ｋ キ ー を 押 し て く だ さ い 。 

ＯＫキーが押されなければ、変更したパラメータは反映されません。 
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②ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのオブジェクトダウンロード機能を使用し、オブジェクトファイルをダウン

ロードしてください。 

オブジェクトファイルダウンロードを実行する前にバッファメモリの初期化を実行ください（“６－３．

制限事項”参照） 

リモートソフトをご利用の場合は、【Ｌｏａｄ Ｏｂｊｅｃｔ Ｄａｔａ】機能を使用します。 

（【Ｃｏｐｙ Ｆｉｌｅ】機能ではございませんのでご注意ください。【Ｃｏｐｙ Ｆｉｌｅ】でコン

トロールモジュールフォルダにオブジェクトファイルを一旦コピーする場合、その後【ＦＵＮＣ Ｆ

１】でオブジェクトファイルダウンロードを実行ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③Ｅ．Ｐ．Ｒで書き換えを実行します。 

オブジェクトファイル書き込み機能の有効ファンクションは、Ｅ．Ｐ．Ｒ、ＰＲＯＧＲＡＭ、ＲＥＡ

Ｄとなります。 

ＥＲＡＳＥ、ＢＬＡＮＫ、ＣＯＰＹについては通常の動作と共通となります。 

続けて書き込む場合に、①～②の設定を再度実施することは必要ありません。 

ただし、ＣＯＰＹを実行した後は、対象オブジェクトなしの状態となり、書き込みを行おうとした場

合はエラーとなりますのでご注意ください。 
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７－３．制限事項 

①書き込み単位について 

Ｐｒｏｇｒａｍ Ｆｌａｓｈはアドレスが３２Ｂｙｔｅ境界から３２Ｂｙｔe単位で、Ｄａｔａ Ｆｌ

ａｓｈはアドレスが３２Ｂｙｔｅ境界から３２Ｂｙｔｅ単位で書き込まれます。 

オブジェクトファイルのデータ設定で３２Ｂｙｔｅの不足している部分については仮想メモリ内のデ

ータが書き込まれます。 

オブジェクトファイルダウンロードを実行する前に必ずバッファメモリの初期化を実行ください。 

バッファメモリの初期化は【ＦＵＮＣ ２】のバッファクリアを実行してください。 

各書き込み単位の境界未満となる部分に０ｘ００以外の特定データの埋め込みをする場合は、バッフ

ァクリア後に【ＦＵＮＣ １】のブロックストア機能をご利用ください。 

 

②ベリファイモード 

本製品でのベリファイはオブジェクト書き込みの対象エリアに依らず、“２－１．対象マイコンと仕

様”の注記＊２に記載のベリファイが実施されます。 

 

③連続でオブジェクトファイルのロードを行った場合 

バッファクリア後に連続してオブジェクトファイルのロードを行った場合、次にバッファクリア、又

はＣＯＰＹを実行するまで（カレントファイル名が登録されている間）はロードしたデータが有効と

なります。ただし、同一アドレスにデータをダウンロードした場合、該当アドレスは最後にロードし

たデータが有効となります。 
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＜オブジェクトファイル書き込み例＞ 

１．バッファクリア【ＦＵＮＣ Ｄ２】を実行 

 

 

 

 

 

 

 

 

バッファメモリはＡｌｌ ０ｘＦＦとなり、カレントファイル名がクリアされます。 

（書き込み単位の境界未満となる部分に０ｘ００以外の特定データの埋め込みをする場合は 

【ＦＵＮＣ １】のブロックストア機能をご利用ください） 

 

 ２．オブジェクトファイル１をダウンロード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オブジェクトファイル１の内容  がバッファメモリにロードされます。 

 

 

 ３．オブジェクトファイル２をダウンロード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オブジェクトファイル２の内容  がバッファメモリにロードされます。 

 

 

バッファメモリ 

         

         

         

         

         

         

バッファメモリ 

         

         

         

         

         

         

         

バッファメモリ 
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 ４．オブジェクトファイル３をダウンロード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オブジェクトファイル３の内容  がバッファメモリにロードされます。 

（同一アドレスのデータがあった場合は後からロードしたデータが有効となります） 

 

 

 ５．書き換えを実行 

  消去 

 

 

 

 

 

 

 

 

フラッシュメモリは消去状態となります。 

 

  書き込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロードしたオブジェクトファイルの内容    がフラッシュメモリに書き込まれます。 

書き込み単位に満たない領域のデータは  （バッファメモリの値）が書き込まれます 

書き込みが実行されない部分は消去状態のままとなります。 

 

 

 

バッファメモリ 

         

         

         

         

         

         

         

フラッシュメモリ 

         

         

         

         

         

         

         

バッファメモリ 

         

         

         

         

         

         

         

バッファメモリ 

         

         

         

         

         

         

         

フラッシュメモリ 
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８．ＵＣＢ領域書き込み 

 

フラッシュメモリには通常の書き込み領域とは別にＵＣＢと呼ばれる領域が存在しています。 

ＵＣＢ領域は特別な領域となっており、特定の用途に使用されるデータを格納する領域が含まれます。

本コントロールモジュールでは、ＵＣＢ領域に対する書換え処理を行います。 

不正なデータが書き込まれたり、必要なデータが書き込まれていない状態となった場合、マイコンが起

動できない可能性があります。ＵＣＢの書き換えを行う際はご注意ください。 

 

ＵＣＢ領域の書き込みには、拡張子が“ＹＤＤ”となるファイル（ＹＤＤファイル）を使用します。 

ＦＵＮＣ Ｄ４の設定によりＵＣＢ領域の書き込みが有効な場合、ＹＤＤファイルが存在しない場合

にはエラーとなります。ＵＣＢ領域の書き込みが無効と設定されている場合、処理は行われません。 

 ＵＣＢ領域への書込みデータをＹＤＤファイルに格納します。 

 

 

 

 

 

 

 

設定例) 

 

 

 

ＹＤＤファイル 

 

 

 

 

 

ＹＤＤファイルに格納されたデータが含まれるセクタに対して処理を行います。ＵＣＢ領域範囲外のデ

ータは無効です。 

対象のセクタに対して消去を行ってから、ＹＤＤファイルから読み出したデータとそれ以外を０とした

セクタ全体のデータを書き込みます。 

書込みデータが含まれないセクタに対しては処理は行われません。 

 

 

 

 

 

 

UCB領域 アドレス 主な設定内容 

UCB_PFLASH 0xAF100000～0xAF1003FF PFlashのプロテクト 

UCB_DFLASH 0xAF100400～0xAF1007FF DFlashのプロテクト 

UCB_OTP 0xAF100C00～0xAF100FFF OTPプロテクト 

UCB_DBG 0xAF101400～0xAF1017FF DBG IFのプロテクト 

UCB_HSM 0xAF101800～0xAF101BFF HSMの設定 

ＵＣＢセクタ 

 

00000000… 

 

 

00000000… 

S315AF1004703412214300000000341221430000000063 

S70500000000FA 
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ＵＣＢ＿ＰＦＬＡＳＨの設定 

 

UCB_PFlashの設定項目 アドレス 内容 

PROCONP0 0xAF100000～0xAF100003 PFlash0のプロテクト設定 

PROCONP1 0xAF100004～0xAF100007 PFlash1のプロテクト設定 

PROCONP2 0xAF100008～0xAF10000B PFlash2のプロテクト設定 

PROCONP3 0xAF10000C～0xAF10000F PFlash3のプロテクト設定 

PROCONP0 Copy 0xAF100010～0xAF100013 PFlash0のプロテクト設定 Copy 

PROCONP1 Copy 0xAF100014～0xAF100017 PFlash1のプロテクト設定 Copy 

PROCONP2 Copy 0xAF100018～0xAF10001B PFlash2のプロテクト設定 Copy 

PROCONP3 Copy 0xAF10001C～0xAF10001F PFlash3のプロテクト設定 Copy 

PASSWORD 0xAF100020～0xAF10003F プロテクトの解除 Password 

PASSWORD Copy 0xAF100040～0xAF10005F プロテクトの解除 Password Copy 

Confirmation 0xAF100070～0xAF100077 セクタ状態確認設定 

Confirmation Copy 0xAF100078～0xAF10007F セクタ状態確認設定 Copy 

 

ＵＣＢ＿ＤＦＬＡＳＨの設定 

 

UCB_DFlashの設定項目 アドレス 内容 

PROCOND 0xAF100400～0xAF100403 DFlashのプロテクト設定 

PROCOND Copy 0xAF100410～0xAF100413 DFlashのプロテクト設定 Copy 

PASSWORD 0xAF100420～0xAF10043F プロテクトの解除 Password 

PASSWORD Copy 0xAF100440～0xAF10045F プロテクトの解除 Password Copy 

Confirmation 0xAF100470～0xAF100477 セクタ状態確認設定 

Confirmation Copy 0xAF100478～0xAF10047F セクタ状態確認設定 Copy 

 

設定項目の”Copy”は同じ値を設定してください。 

 

PFlashは PROCONPxの各ビットに対応したセクタのプロテクトを設定できます。 

DFlashは PROCONDのビット０でプロテクトを設定できます。 

詳細はマイコンのマニュアルを参照ください。 
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プロテクトの解除 

 

 プロテクトが有効なセクタの書き換えを行うためには、パスワードを使用してプロテクトを一時解除

する必要があります。 

プロテクトの解除には、拡張子が“ＹＩＤ”となるファイル（ＹＩＤファイル）を使用します。 

 パスワードデータをＹＩＤファイルに格納します。 

ＦＵＮＣ Ｄ４の設定によりプロテクト解除設定が有効な場合、ＹＩＤファイルのパスワードを使用

して解除処理を行います。解除設定が有効でＹＩＤファイルが存在しない場合にはエラーとなります。 

 

PFlash、DFlashそれぞれのパスワードを格納できます。下記のアドレスのレコードをそれぞれのパスワ

ードとして使用します。それ以外のアドレスのデータは無効です。 

 

項目 アドレス 内容 

UCB_PFlash 0xAF100020～0xAF10003F PFLASHのパスワード 

UCB_DFlash 0xAF100420～0xAF10043F DFLASHのパスワード 
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９．ご利用上の注意 

 

① 本コントロールモジュールは、弊社フラッシュマイコンプログラマ専用のコントロールモジュー 

 ルです。弊社、フラッシュマイコンプログラマ以外ではご使用にならないでください。 

 

② 本コントロールモジュールは指定されたフラッシュマイコン専用のものです。 

他のマイコンへの書き込みには、書き込みを行うマイコン専用のコントロールモジュールをご利 

用ください。マイコンとコントロールモジュールとの対応を誤って使用すると、ターゲットシス 

テムを破壊する恐れがあります。 

 

③ ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットシステムとのインタフェイスＩＣ（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳ 

Ｓ内部ＩＣ）電源用に数ｍＡの電流をＴＶｃｃｄ端子より消費いたします。 

 

④ コントロールモジュール（コンパクトフラッシュカード）は、絶対にイニシャライズ（フォーマッテ 

 ィング）しないでください。イニシャライズされますと、コントロールモジュール内の定義体（コン 

トロールプログラム）も消去されてしまいます。 

 

⑤ デバイスファンクション又は、ファンクション実行中には、コントロールモジュールの脱着は、行わ 

ないでください。 

コントロールモジュールアクセス中に、脱着してしまいますとコントロールモジュールを破壊する恐

れがあります。 

 

⑥ フラッシュマイコンプログラマは、コントロールモジュールを実装した状態で動作します。 
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